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はじめに 

 

令和２年２月、全国の学校に対する休校要請が、安倍首相（当時）から発表されました。そこ

から教育現場は、新型コロナウイルス感染症の影響を多大に受けることになり、これまで誰も経

験をしたことのない対応を、現在に至るまで求め続けられています。 

このような状況におかれながらも、これまで兵庫県の幼児児童生徒に対する保育及び教育

活動が継続してこられているのは、設置者である市町組合教育委員会や各学校園の教職員の

皆様が、感染症対策と保育及び教育活動の両立に心を砕き、日々、大変な御尽力をいただいて

いるおかげであり、改めて心より感謝申し上げます。 

令和３年１月には、本県に対して２回目の緊急事態宣言が出され、解除はされたものの、新型

コロナウイルス感染症は、未だ終息が見えてこない状況です。だからこそ今後も、幼児児童生徒

が新型コロナウイルス感染症を正しく理解し、よりよい活動ができるよう、行政機関や学校にお

ける指導が一層重要になっていくと考えています。 

そこで兵庫県教育委員会では、このたび市町組合教育委員会及び各学校関係者の皆様に

ご協力を頂きながら、今年度皆様にご尽力いただいた貴重な保育および教育実践等を、「令和

２年度 新型コロナウイルス感染症対応の記録」としてまとめ、冊子を作成しました。本冊子には、

コロナ禍にあっても、学校園での保育及び教育活動を可能にするための手立てや、ICT を活用

した工夫等、今後の保育や指導の参考となる内容や、新しい保育及び教育のあり方を探る上で

のヒントになると思われる内容が豊富に掲載されています。 

感染症への対応は、今後も継続が求められることが予想されますが、各学校園におかれまし

ては、コロナ禍にあっても、充実した保育及び教育活動に取り組むことができるよう、本冊子を

参考にしながら、学校園における環境整備を進めて下さることを願っています。 

 

令和３年３月 

兵庫県教育委員会 
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（１） コロナ禍における 

会議・研修の実施 
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１ 市町組合教育委員会による取組 （１）コロナ禍における会議・研修の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「みて・学ぼう！ひょうごっ子広場」を活用し、若手教職員
研修を実施した。 

予定されていた研修内容 
が実施できなかったため、 
受講者が各学校で授業動画 
を視聴し、研修報告をまと 
めた。 
 つまずきポイントが動画 
としてまとめられているた 
め、若手教職員にとっては 
イメージしやすく活用しや 
すい研修となった。 
 授業動画は、ポイントが明確で分かりやすい授業であり、繰
り返し確認ができるなどの効果が見られた。授業動画を活用し
た研修を実施することで、受講者も初めて動画活用による教材
研究の良さを知ることとなり、動画活用のきっかけとなった。 

 

  
←各学校での受講の様子 

↑市内教員の授業動画に

よる研修 

「みて・学ぼう！ひょうごっ子広場」を若手教職員研修に活用 

○2020.4 月下旬より 
オンライン研修を開始。以降は、 
大半を非接触型に移行する。 

○2020.5 月より 
「オンライン研修をサポートする」 
という広報を発信。これにより、 
研修を実施したい教科部会や学校 
からの相談が相次ぐ。 

○2020.夏季休業日より 
市内夏季研修をオンデマンド化する。オンライン研修に参加
できなくても、講師の許可が得られた研修は後日に視聴でき
るシステムを構築した。その結果、年次研修としての内容や
回数の確保、校内研修への利用が平易となった。 

○来年度に向けて 
集合型研修は冬季を避けるなど、研修体系を見直している。 

 
↑ 4 月よりスタジオを設営して研修を実施 

オンライン研修を取り入れていった流れ 
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１ 市町組合教育委員会による取組 （１）コロナ禍における会議・研修の実施 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本来、宮城県の被災地へ 
行き、教職員の研修をする 
予定であった。新型コロナ 
ウイルス感染症拡大防止の 
観点から被災地へ行かず、 
オンラインにて研修を実施 
した。現地の講師の先生方 
の講義、交流、被災地の現 
在の風景、状態から現地の 
空気と雰囲気を感じること 
ができた。 
この研修のほか、各校との会議や関係機関等との打ち合わせ

をオンラインで実施した。オンラインで実施することにより、
感染不安の軽減や移動時間の短縮につながった。オンラインで
実施するときも、マスク着用、手指消毒、検温、ソーシャルデ
ィスタンス、換気などの感染対策を徹底して行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

↑防災教育オンライン研修 

 

宮城県の空気と雰囲気が感じられたオンライン研修 

本市では Apple 社の iPad を導入し 
ている。同社が提供している iPad の 
活用について学べるサイトである 
Apple Teacher Learnig Center をベー 
スに、5 回のオンライン研修を自由参 
加で実施。毎回「写真」「ビデオ」「音 
楽」等のテーマを設け、ハンズオンに 
よる使い方や実践例の紹介等を行った。 
短時間でマスターすることは難しいが、自身で学べるサイト等
を紹介することで、教員の学びへのきっかけとすることができ
た。各アプリの機能や操作方法を知ることで、授業のアイデア
へとつながるものと考える。指導主事が企画運営を担った。運
営側も受講側も不慣れであり、課題も多く見られたが、回数を
経るに従い充実した研修となった。今後も改善を図りながら実
施していきたいと考える。 

 

←画面の共有 

「マークアップ」機
能の紹介 → 

Apple Teacher 研修会 
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１ 市町組合教育委員会による取組 （１）コロナ禍における会議・研修の実施 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 今年度の初任者研修におけ 
る設置者別研修では、タブレ 
ットＰＣを使ったオンライン 
での研修を実施した。 

オンラインでの研修を実施 
することで、以下のような研 
修成果が見られた。 
①Ａ４用紙をフリップに見立 

て、意見を提示させるとい 
った作業を組みこむことで、参加者の意思表示を促すととも
に、全体の意見の把握がしやすくなり、講師による参加者の
意見を有効に講師がコーディネートすることができた。 

②複数の講師で研修を行うことで、一方の講師が話している間
に他方の講師が参加者の様子を観察することができ、効果的
な指名が可能になるため参加者の議論が活気づいた。 
この成果を生かしオンライン研修の更なる充実を目指す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

↑ オンライン研修実施の様子 

参加者の意見の有効性が高まる研修 

動画配信システムを活用した動画視聴形式の研修 

 会議・研修会場での感染リス 
クを避けるため、オンラインシ 
ステムを活用して会議・研修を 
実施した。 
 緊急事態宣言期間の研修では、 
感染対策として動画配信シ 
ステムを活用した動画視聴形式 
にした。 
 市内教職員の教科担当者会議 
は、ＴＶ会議システムを使用し、 
オンライン会議を実施した。オンライン会議にすることで、担
当教職員が移動する必要がなくなるため、感染リスクを避ける
だけでなく時間の効率化にもつながった。 

 
動画配信によるオンデマンド研修 

 
      遠隔システムによるオンライン会議 
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１ 市町組合教育委員会による取組 （１）コロナ禍における会議・研修の実施 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の第１回初任者研修は、ZOOM 
によるオンライン形式で開催した。 
 初めはハウリングを起こしたり、音 
が出力されていなかったりと、予想外 
のトラブルも起こった。 

また、初任者も慣れない形での研修 
に多少緊張している様子であった。 
 しかし、慣れてくると、こちらの声 
掛けにもスムーズに反応を返すように 
なり、後半のグループ毎のディスカッ 
ションでは、お互いのタイミングを計 
りながら、熱心に話し合う様子が見られた。 
 開催する側、受ける側、双方にとって、これからの研修の一
つの在り方を学ぶ良い機会となった。 

開催する側、受ける側、双方に学ぶ良い機会となった初任者研修 

 

 感染防止のため、教員研修をリモートで実施した。参加者が
勤務校の端末からオンライン接続し、指導主事の講話を聞き、
質疑応答を行うなど、双方向のリモート研修を複数回行った。
映像の乱れや音声が途切れる等のトラブルもなく、参加者から
も、おおむね好評価であった。 

また、初任者研修会では、うち１回をオンライン研修として
実施した。事前に収録した動画を勤務校で視聴した。視聴後、
評価シートを使って研修の振り返りを行い、研修の充実 
を図った。 
従来のように集合型の研修がで 

きない場合に、オンライン研修を 
推進していくことは必要になる。 
 次年度は、オンラインリモート 
研修、参加人数を減らした研修、 
動画視聴など、さまざまな形態を 
取り入れ、研修を実施していく 
予定である。 

 
↑ 研修動画の一部 

リモート教員研修 

↑実施要項 
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１ 市町組合教育委員会による取組 （１）コロナ禍における会議・研修の実施 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例年、夏季休業中に町内の全教職員が一堂に会し、その年度
の重点的な教育的課題に関して研修を実施しているが、今年度
はコロナ禍を考慮し、２会場にわけて開催することとした。 
１２０名の対象者に対し７００名収容の会場を使ったり、８

７名の対象者に対し３００名収容の会場を使ったりして、ソー
シャルディスタンスを確保した。 

今年度は、学校園での様々な情報の 
適正な管理に資するため「香美町教育 
情報セキュリティー実施手順（教職員 
編)」について研修を行った。 

夏季休業が縮小されたため学期期間 
中での開催となったが、約９割の教職 
員が参加し研鑽を積む機会となった。 

↑ソーシャルディスタンスを確保した研修会 

ソーシャルディスタンスを確保した研修会 

 

 初任者研修をはじめとした各種研 
修では座席の間隔を開け、受講者同 
士の距離を保つとともに、ＩＣＴ機 
器を活用し２つの部屋に分かれて実 
施した。 
 一方の部屋からもう一方の部屋へ 
は内容ごとに３ラインでつなぐこと 
で、それぞれのラインの通信量を軽 
減し、安定化を図った。1 つ目のラインは、講師が話す姿であ
り ipad と Zoom を用いて、モニターに投影した。２つ目のライ
ンは講話に用いるパワーポイントや動画であり、有線のＨＤＭ
Ｉケーブルでつなぐことで双方のプロジェクターに投影した。
３つ目のラインは講話の音声であり、２つの部屋に設置した無
線マイクとアンプを用いて中継した。研修を重ねるごとに中継
のクオリティが上がり、受講生からは普段よりも見えやすくな
ったと好評であった。 

 
↑ お互いの発表を見合う初任者 

 

複数の研修会場を ICT 機器でつなぐ 
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１ 市町組合教育委員会による取組 （１）コロナ禍における会議・研修の実施 

 

 
 
 
 
 
 
  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市内全公私立幼稚園・保育所 
・こども園職員の交流研修を、 
感染防止対策を講じて実施した。 
 参加人数を会場定員の半数に 
制限し、間隔を空けた座席配置 
とした。 
 また、ラミネートフィルムと 
ペットボトルを利用した手作り 
のパーテーションを座席間に設 
置した。 
研修講師と相談し、グループワークの代わりに、意見発表や

質疑応答、ワークシートの記入など、参加者が主体的に学べる
内容を取り入れた。 

受講後のアンケートには、「感染対策を工夫されていたので、
安心して受講できた」「このような中でも、研修の機会を作っ
てもらってありがたい」などの感想が寄せられた。 

 
 
 
 
 
 
 

 
手作りパーテーションを設
置して研修 

安心して受講できる研修会場設営 

標記の研修会をリモートで 8 回実 
施した。授業変革に向けた ICT 機器 
の効果的な活用について、実践的な 
研究を進めた。メンバーは淡路市小 
中学校より各校 1 名（計 16 名）、市 
教委担当者 2 名、講師 1～2 名、協 
力企業より 2 名という構成。授業の 
在り方や ICT 機器の有効活用につい 
ての講話、授業構想についてのディ 
スカッションをはじめ、授業を録画しての授業研究会も 3 回実
施した。研修会当日に参加できないメンバーに対しても録画し
た映像を提供し、意見や感想等を交流することで、研修会を共
有した。また、授業の記録について 360 度 VR カメラの導入や、
撮影や編集の工夫ついてのディスカッションを実施すること
で、少しでも直接の参観に近い形で授業の録画を視聴できるよ
うに取り組んだ。 

 

←講師資料の提示 

教室の中央付
近に 360 度 VR

カメラを設置  
→ 

「学びイノベーション事業」に係る研修会 
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１ 市町組合教育委員会による取組 （１）コロナ禍における会議・研修の実施 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

緊急事態宣言の発令による 
臨時休業の影響で、学校行事 
が２学期に集中することとな 
った。教員の移動を減らし、 
会議や研修を効率よく行うた 
め、Zoom を活用したオンライ 
ン会議や研修を実施した。 

昨年度、ICT 環境の整備に 
よって各校 40 台のタブレッ 
ト端末を導入したことを受け 
て、今年度研究発表を Web 上 
で行った。「GIGA スクール構想」の進展などといった教育環境
の変化への教員の関心は高く、意欲的に研修に取り組み、積極
的に活用することができた。また、これまで移動にかかってい
た時間を児童生徒の指導にあてることができ、安心して会議や
研修に参加できると好評である。 

 
        
        
 
 

← Zoom を使っ

て意見交流しな

がらのミドルリ

ーダー研修 

オンラインでタブレ

ットの活用法につい

ての情報教育担当者

会研修    → 

Zoom の活用による効率的なオンライン会議・研修 

 コロナ禍において密を防ぐた 
めに集合研修を避ける取組を行 
った。 
臨時休校中には、各校のイン 

ターネット環境、Web カメラや 
Zoom 等のソフトウェア環境を見 
直し、オンライン会議や研修が 
できるように整備した。 

また、８月より動画配信や Z 
oom 等を活用したオンライン会 
議や研修について積極的に取り 
組んだ。 
取組の中でオンライン会議・ 

研修の課題を発見することがで 
きたり、集合研修のよさを見直 
したりすることができた。 

 
   
        
 
 

集合研修のよさの見直しにつながったオンライン会議・研修 

↑ 動画配信による 

実物投影機の使い方 

↑ Zoom による 

ドリルソフトの研修 
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１ 市町組合教育委員会による取組 （１）コロナ禍における会議・研修の実施 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教員にとって必要な研修は、 
コロナ禍であっても変わらない。 
そこで、播磨町教育委員会指定 
校事業については、小中学校に 
おける学習指導、学級経営、生 
徒指導、道徳等について実践研 
究を行い、学校における学習指 
導、道徳指導、生徒指導等の充 
実改善に資することを趣旨として 
取組を進めている。町内全教員を対象に広く修養の場とするた 
め、実践研究会を開催した。 

また、手段を変えて、オンラインによる研修会も実施した。
講師と各校教員とをつなぎ、カメラを導入しての意見交換やチ
ャットを活用した充実した研修となった。 

 
↑ オンラインによる研修会 

コロナ禍でも変わらぬ教員修養の場の提供 

学校臨時休業に伴い、学校再開時を見 
据えた家庭学習の取組について、各校の 
取組の情報を共有し、学年の特性を踏ま 
えた対策の方向性を定めるために、市内 
全小学校の学級担任等が集う、学級担任 
等連絡会を開催した。 

各教科における年間指導計画を見直し、 
学校再開後の授業の進め方や家庭学習で 
のＩＣＴ活用など、子ども達の学習保 
障について意見を交換した。指導計画を 
踏まえた家庭学習については、役割分担 
を行い、教材を作成した。家庭学習の学 
びの質の向上と、子ども達の学習保障の方針を確立するために、
市内の全ての教員が力を合わせた取組となった。 
また、１月には学級担任等連絡会を各学年オンラインで実施

し、ICT の効果的な活用方法について情報交換を行った。これ
により、指導における ICT の効果的な活用について理解を深め、
教育内容を充実させるとともに、実践的指導力の向上を図った。 

 
 
 
 
 
 

 ↑５/８(金)開催の連絡会の様子 

 
 
 
 
 
 
 
↑２月開催のオンライン連絡会の様子 

市内全小学校の学級担任が集う「学級担任等連絡会」 
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１ 市町組合教育委員会による取組 （１）コロナ禍における会議・研修の実施 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大型スクリーンに投影して参

加者の様子を見ながら会議を

進行→     

←教育委員会と、講師がホス

トを引き継ぎながら Zoom で

の会議を招集・進行 

本市においては、月に１回、５１学校園の校園長が一堂に集
まる校園長会を実施している。コロナ禍において、感染防止対
策の観点から、Web 会議を実施した。三密（密閉・密集・密接）
の回避を行うことができ、飛沫感染等も予防することができ
た。さらには、会議場所への移動もなくなり、時間の有効活用
にもつながっている。 
 また、他の会議や研修会等においても、Web 会議で実施し、
豊岡市全体で取組を進めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↑ 大型モニターに映し出してのWeb会議（校園長会） 

５１校園長が集まる Web 会議 

Zoom による参加型会議 

1 月 13 日に緊急事態 
宣言が発令されることを 
受け、１月 14 日の学力 
向上推進会議を Zoom 
での開催に変更した。 

担当者から説明、大学 
教授の講話、質疑応答等 
を行った。教育委員会で 
は大型スクリーンに参加 
者の様子を投影し、各先生方の反応を確認しながら会議を行っ
た。講師による様々な機能（意見の交流、アンケート等）を使
った参加型の講義を受けたりすることで、充実した会議を行う
ことができた。 
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１ 市町組合教育委員会による取組 （１）コロナ禍における会議・研修の実施 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

昨年まで、ほとんど全ての会 
議や研修会は、放課後の時間に 
市内の施設に教員が集合して、 
実施していた。 

今年度は、新型コロナ感染症 
対策のため、会議や研修会の内 
容に応じて、書面開催、集合開 
催、オンラインでの開催など方 
法を変更して実施した。 

集合して実施する場合は、事 
前に情報を収集・配布することで時間短縮をしたり、同じ施設
の別の部屋でモニターを視聴したりして感染防止を図った。 
また、オンラインの活用によって、教員が放課後に移動する

負担が軽減したり、遠方の講師による研修が実現したり、会議
や研修会の効率化が進んだ。 
 

 
↑自席でオンライン研修会を開催 

オンラインの活用による負担軽減や効率化 

Zoom の機能を活用した担当 
者研修会を実施した。これま 
での研修会では、講師が参加 
者に質問をした際、発表して 
いる者しか返答ができなかっ 
たが、チャット機能の活用に 
より参加者全員が同時に回答 
できた。講師が、回答をホワ 
イトボード機能を活用し、ま 
とめることで、視覚的にも理解しやすくなった。また、ブレイ
クアウトセッション機能を活用し、少人数に参加者を分割し
て、グループ討議を行った。参加者が席を移動する時間も必要
なく、タイマー機能により終了時間を意識した討議ができた。 

Zoom を活用することで、各校の担当者は研修会場までの移
動時間がなくなり、受け持ちの授業の調整の必要がないため教
職員の負担感の軽減にもなった。 

 

↑ Zoom を利用して協議する様子 

チャット機能の活用 
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１ 市町組合教育委員会による取組 （１）コロナ禍における会議・研修の実施 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○ GIGA School で導入された
Chromebook のグループウェ
アを活用してオンライン会
議などを実施した。 
 

○ 市内そろばん大会（市内小学
生 3 年生が参加）を
Chromebook のグループウェ
ア機能を活用して開催。 
今まで出来なかった交流が 
オンラインで可能になり、 
昨年度より児童間交流がスムーズに実施できた。 
 

○ 校長会をオンラインで実施できるように、会議後にミニ研
修会を実施。オンライン会議を体験と操作演習を実施。 

行事や会議のオンライン化～Googlemeet を活用して～ 

↑オンラインを活用している様子 

 今年は、市教育委員会主催の会が 
ほぼ中止となった。そんな中、どう 
しても実施しなければならない会に 
ついて、学校間テレビ会議システム 
を使って開催をした。まずは、指導 
主事が積極的に会議を主催し、研修 
センターを拠点として各校へ配信し 
た。大きなトラブルもなくスムーズ 
に進行できた。画面が小さくて見え 
にくいことや音声が重なったり途切 
れたりするという課題があったが、 
参加者を限定したり、発言者の声だけが聞こえるように設定し
たりと工夫をしながら進めた。回を重ねるにつれ、さらに会の
進行がスムーズになり、お互いに準備や移動の時間を短縮でき
た。また、内容も絞り込み、短い時間で内容が充実した会にも
できた。 

学校間テレビ会議システムを使った会合の開催 

 

↓ALT 派遣業務説明会（6月実施） 
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(２) 学習支援動画の制作 

兵庫県マスコットはばタン 



１ 市町組合教育委員会による取組 （２）学習支援動画の制作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケーブルテレビを活用し 
た授業動画配信を行った。 
 臨時休業の長期化による 
児童生徒のストレスや学習 
への不安を軽減するため、 
市内の各学校の教員による 
授業を、ケーブルテレビの 
映像を活用し、教員からの 
メッセージとして児童生徒 
へ届けた。 
 小中学校合わせて１６５ 
コマの授業をケーブルテレ 
ビで放送した。午前１０時から毎日同じ時間に放送し、生活
習慣の確立を図った。テレビで視聴しやすかったため、祖父
母とともに見ている児童生徒や地域住民の視聴もあり、学校
オープンとは違った形で学校の授業を地域へ発信することが
できた。授業配信する教員へ地域から温かい応援の声が寄せ
られた。 
 

 
 
 
 

各学校の教員による授業をケーブルテレビで配信 

↑ 加東ケーブルテレビジョンによる 

授業撮影 

養父市ケーブルテレビを活用した 
「養父市教育チャンネル」を開設し 
た。家庭での生活が続く児童生徒に、 
生活習慣を整え、教科書を開いたり、 
体を動かしたりする機会を提供する 
ことを目的とした。 

教員等が中心となって、体育や音 
楽も含めた各教科の学習支援動画を作成した。また、平田オ
リザ氏が主宰する劇団「青年団」にも、朗読、寸劇、講義等
で構成された国語科の動画作成にご協力いただき、充実した
番組制作に努めた。 

５月末までに市内小学生・中学生向けに７４番組を放送
し、アンケート結果では、市内で約７割の児童生徒が「養父
市教育チャンネル」を視聴した。臨時休業中の児童生徒の家
庭学習や体力づくりの支援に役立った。 

↑ 撮影の様子 

養父市教育チャンネル 
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１ 市町組合教育委員会による取組 （２）学習支援動画の制作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケーブルテレビとの連携 
＜本の紹介＞ 

町に配置している学校司書を中心 
として低学年・中学年・高学年・中 
学校向けの本の紹介を、ケーブルテ 
レビを通じて行った。 

臨時休業開けに、小学生と中学生 
に向けて読んでほしい本の紹介をした。 

６月には、本年度の課題図書を中心に紹介し、１２月に入
ってから、クリスマスに関係のある本を紹介した。 

２月には、家でできる簡単な工作や料理の本を紹介した。 
この取組を通じて、自立心を育てると共に、読書への関心

を高め、神河町教育委員会が進めている「カーミン読書」習
慣の定着をめざしていく。 

ケーブルテレビとの連携による本の紹介 

 
↑ ケーブルテレビでの放送 

町ケーブルテレビで、休校中の 
小中学生向けの番組を放送した。 
町内のケーブルテレビ加入率は約 
90％。大半の世帯が視聴できるメ 
ディアを通じて、学びの機会を設 
けた。 
 
【放送内容の紹介】 
体育 「縄跳びの跳び方、縄跳び 

ジャンプ台の作り方」 
英語 「発音レッスン、 

簡単な英会話」 
家庭科「簡単なマスクの作り方」 

「自宅で手軽にできる給食メニュー」 
理科 「磁石の性質とそのはたらき」「発電機のしくみ」 

「電流がつくる磁界」「モーターのしくみ」 

ケーブルテレビでの番組放送 

↑ 体育：縄跳びの跳び方 

↑ 家庭科：簡単なマスクの作り方 
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１ 市町組合教育委員会による取組 （２）学習支援動画の制作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一斉臨時休校を行った４・５月 
の間、体力づくりの一環として、 
町内中学校の体育科教員によるリ 
ズムジャンプ動画を作成した。８ 
種類のジャンプがあり、難易度に 
合わせて誰もが気軽に挑戦できる 
内容となっている。 

また、英語教育の一環として、 
外国語指導助手による英会話動画 
も作成した。こちらは、外国語指導助手の出身国や家族構
成、好きなスポーツ等を英語で紹介し、聞き取れた内容を自
分で書き出す、単語を復唱して発音の練習をする、といった
内容となっている。 

動画は、町ケーブルテレビ、町ホームページ、YouTube で 
放送・配信した。 

↑体育科教員による動画 

「リズムジャンプ」 

体育科教員によるリズムジャンプ動画 

 新温泉町は県境に位置するため、町外において不確かな情
報が流れたり、嫌がらせが発生したりした。８月には、町内
での感染者が報告されたが、いち早く地元ケーブルテレビと
連携し、教育長メッセージとして児童生徒に安心を与える内
容の動画を作成した。同じ内容 
のメッセージは、紙面での配布 
のみならずホームページ上でも 
配信した。 
特に、県境を挟んだ７市町が 

連携して作成した思いやりに関 
するステッカーにも触れ、正確 
な情報の共有とともに、正しい 
行動を続け、幸せな生活を取り 
戻すために力を合わせていくこ 
とを呼びかけた。 

↑ 西村教育長による緊急メッセージ 

正確な情報の共有 
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１ 市町組合教育委員会による取組 （２）学習支援動画の制作 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自宅待機している児童生徒に、先 
生方の表情や学校の様子等が良くわ 
かるよう、朝来市ケーブルテレビセ 
ンターの協力を得て全小中学校（小 
学校９校、中学校４校）の教職員に 
よる応援メッセージを期間限定で動 
画配信した。 
各校が工夫を凝らし、学校の受け 

入れ状態が整っていることを視覚情 
報として伝えた。学校再開時には、 
児童生徒や保護者から、「動画見た 
よ」や「先生の顔を見て安心した」などの感想が聞かれた。 

↑ 教職員による応援メッセージ 

教職員による応援メッセージ 

 
第 37 回「手をつなぐ子らの作 

品展」は、例年行われている市民 
ギャラリーの展示ではなく、ベイ 
・コミュニケーションズによる協 
力のもと、テレビ放送で行うこと 
となった。 
学校を紹介する写真、特別支援 

学校や特別支援学級の児童生徒が 
作成した作品の全体写真、個人の 
作品１点ずつが公開された。 

◆公開の期間及び時間帯◆ 
２月１日～２８日１９：００～２０：００ 

各校１週間の公開となった。１週間を通じて同じ放送が流
れるので、ゆったりと子ども達の作品を視聴することができ
た。 
 

 
 
 
 

（写真・資料スペース） 
 
 
 
 
 
 
 

↑ 西宮養護学校の児童生徒が作成した看板 

第 37回「手をつなぐ子らの作品展」 
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１ 市町組合教育委員会による取組 （２）学習支援動画の制作 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の緊急事態宣言下におい 
て、学校から児童生徒へメッセー 
ジを届けるという目的でホームペ 
ージ上に各校の動画・教材サイト 
を設立した。 

また、発信制限から、動画の録 
画方法、ファイルの変換等につい 
て各校への説明を行った。 
 ５月からは実働が可能になり各 
校で児童に向けた担任からのメッ 
セージや、学習動画の配信など、 
心温まるメッセージを発信できた。 
 このことがきっかけで、学習動 
画に限らず、学校行事等も動画で保護者に届ける事が可能に
なり、情報発信の幅が広がったことを実感している。 

 

たつの市ホームページに学習 
支援に関するサイトを作成し、 
閲覧を呼び掛けた。また、児童 
生徒が家庭でインターネットに 
アクセスし、学習プリント等の 
ドリル学習に取り組める学習支 
援システムも導入した。教育委 
員会内にもパソコンを設置し、 
誰もがそのページを閲覧、印刷 
ができるように支援した。 

さらに、小学校 1 年生児童及び保護者対象に、学習動画を
作成し公開した。「鉛筆の持ち方」、「数の数え方」など、学習
を進める上で基礎となる内容を取り上げた。 

 
↑ たつの市ホームページ「学習動画」 

学習動画と学習支援システム 

ホームページを使った学校から子ども達へのメッセージ 

↑ホームページ上の動画・教材サイト 
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１ 市町組合教育委員会による取組 （２）学習支援動画の制作 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校園の臨時休業中の家 
庭で、ＰＣやタブレットの 
活用ができるように貸出体 
制を整備し、臨時休業中の 
学習、体力づくりに役立つ 
サイトの情報提供をすると 
ともに、学習支援視聴コン 
テンツとして学習支援動画 
の制作を行った。 
 
国語「ことばのがくしゅう」 
社会「地図で遊ぼう」 
理科「しぜんであそぼう」 
外国語「アルファベットを書いてみよう」 
技術「家庭での安全な電気の使い方」 
英語「ＡＬＴ紹介コーナー①②③」等 

 
 
 

 

←中学校 

技術 

小学校 

理科→ 

サイトの情報提供と学習支援動画の制作 

臨時休校期間中に赤穂市教育研究所 
のホームページにて、学習支援動画を 
配信した。 
 小学校における図画工作科、家庭科、 
体育科、音楽科と、小中学校における 
外国語科の 5 教科について、動画作成 
を市内教員が行った。 
 内容例としては、体育科では自宅で 
も取り組める身体づくりの運動であった 
り、家庭科では玉留め、玉結びの仕方であったり、図画工作
科では粘土をつかった造形であったりを紹介した。 
 児童生徒も教員の声や顔を見て、自宅で取り組むことがで
き、好評であった。 

 

↑ 赤穂市研究所ホームページ 

学習支援動画の配信 
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１ 市町組合教育委員会による取組 （２）学習支援動画の制作 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月から５月にかけての臨 
時休業中に子ども達の家庭 
学習を支援する「ＴＡＫＡＲ 
Ａっこ学びサイト」を開設し 
た。 
小学校では１年生が入学し 

た際に学習する内容が中心と 
なっており、正しい姿勢や鉛 
筆の持ち方、ひらがなや数の 
学習内容となっている。 
 中学校では、ノートのまと 
め方や家庭でできる実験の紹介など自主的に学習が進められる
ような内容の動画を作成した。 
 また、臨時休業中にはなるべく外出を控えるよう各家庭にお
願いをしていたことから、運動不足解消のため家庭できる運
動・トレーニング動画も作成し各家庭に周知した。 
 すべての動画は市教育委員会の指導主事が作成し「YouTube」
にアップし公開した。 

↑ 学習支援サイト 

「TAKARA っ子学びサイト」 

 

「ＴＡＫＡＲＡっこ学びサイト」 

臨時休業期間中、小 
・中学校の教員が授業 
動画を作成し、動画配 
信アプリ「YouTube」の 
限定公開を用いて、累 
計 300 本以上の動画を 
配信した。小学校は各 
校、学年で分担して国 
語・算数の動画を、中 
学校は各校独自で各教科の動画をそれぞれ作成し、町教育委
員会が取りまとめたうえで配信した。町教育委員会の指導主
事も「いなぼうアタック～授業動画 ver.～」と称した体を動
かすための動画を作成、配信した。 

配信 URL は、各校のホームページにリンクを貼り付け、保
護者および児童生徒はパスワードを入力し、視聴した。 

累計３００本以上の動画配信 

 

↑国語の動画 
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１ 市町組合教育委員会による取組 （２）学習支援動画の制作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４月より高砂市教育委 
員会を中心に学習支援の 
授業動画を作成し、公開 
した。 
また、各教科担当者会 

を中心に授業動画の作り 
方や公開の仕方について 
研修会を行った。各教科 
で新型コロナウイルス感 
染防止対策としての臨時 
休業に備え、主に２学期、 
３学期に授業内容を中心 
に動画を作成し、教育委 
員会のサイトで公開した。 

学習支援動画の作成と授業動画制作に関する研修会の開催 

 
↑ 高砂市教育委員会の YOUTUBE チャンネル 

↑ 数学科の授業動画 

 臨時休業中の学習や学校 
再開後の施設見学が制限さ 
れる中、教育委員会指導主 
事が中心となり、学習動画 
を作成した。芦屋市の HP に 
「学習等で活用できる動画」 
としてアップし、年間を通 
じて閲覧できる状態にして 
いる。 
 幼稚園向け「はるをみつけたよ！」や小学校１年生向け
「えんぴつのもちかた」「ひらがなのかきかた」、小学校中学
年向け「市役所見学に行こう」「環境処理センターに行こう」
など、作成した。 
 児童が意欲的に学習できるように、小学校３・４年生が活
用している社会科副読本に登場するキャラクター（クロマッ
コなど）が、芦屋市内の施設を案内する設定にしている。 

 

子ども達の学習等で、活用できる動画制作 

↑芦屋市 HP「学習等で活用できる動画」 
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１ 市町組合教育委員会による取組 （２）学習支援動画の制作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公立豊岡病院の医師と連携し、医学的な見地から、新型コ
ロナウイルス感染症予防等にかかわる動画教材を作成した。
新型コロナウイルス感染症のこと、予防のこと等、丁寧でわ
かりやすい教材である。５月の臨時休業中の登校可能日等に
おいて、新型コロナウイルス感染症予防に関する指導を行う
際に、本教材を活用した。 

さらに、幼稚園や小学校 
低学年には、教育委員会作 
成「新型コロナウイルス感 
染予防紙芝居」を活用し、 
指導を行った。 

イラストや立体的なウイ 
ルスマスコット等を活用し 
視覚的にも工夫することで 
わかりやすい教材となり、 
日々の指導に活用している。 
 
 

新型コロナウイルス感染予防紙芝居 

新型コロナウイルス感染症予防の啓発 
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（３）その他 

（働き方改革につながる取組 等） 

兵庫県マスコットはばタン 



１ 市町教育委員会による取組 （３）その他（働き方改革につながる取組 等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教育委員会の研修会に、医 
療的ケアを必要とする生徒が 
オンラインで参加した。 

参加している生徒に画面を 
見せながら、音声と画像でコ 
ミュニケーションをとること 
ができた。 
話し合いのために移動したり 

活動したりする場面でも、活動 
にあわせてタブレットを移動させることによって、出席して
いる生徒と同じ活動ができた。また、ホワイトボードにまと
められた意見などにも、タブレットを介して、了承の意思確
認をすることもできた。 

オンラインの技術を利用して、様々な生徒のニーズに対応
しながら支援していくことができる可能性を感じた取組とな
った。 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

↑オンラインで研修会に参加する生徒 

小中学校における休日や平日の業務時間終了後の電話対応
として、留守番電話機能（でんわばん）を導入している。 
各校が留守番電話設定にすることで、「本日の業務は終了し

ました。明日おかけ直しください。」とアナウンスが流れるた
め、業務時間終了後の業務改善につながっている。 
 しかし、留守番電話設定にしていると、休日等の保護者か
らの感染や濃厚接触等の連絡に対応をすることができない。 
そこで、電話転送システム（ボイスワープ）も導入し、必

要に応じてこのシステムの設定にすることで、保護者からの
学校への電話が、校長や教頭等に転送される。これにより、
感染や濃厚接触等への迅速な対応が可能となっている。 

留守番電話機能の活用と電話転送システムの導入 

医療的ケアを必要とする生徒の参加を可能にした研修会 
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１ 市町教育委員会による取組 （３）その他（働き方改革につながる取組 等） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度、コロナ禍における学校行事の実施 
には、どの学校園も苦慮したところであり、 
本町も例外ではない。学校行事において、い 
かに協働的な学びを実現し、子ども達のや 
りがいや達成感を確保しつつ、子ども達の 
安全・安心の確保や学校園の感染対策との両 
立を図ることができるか、教育委員会も、常 
に町内校園長会と連携し、情報共有を行い、 
各学校園を全力で支援をしてきた。 
 特に、修学旅行については、県外への泊を 
伴う修学旅行の実施校全校に事務局職員（指導主事等）が随行
し、コロナ禍の各校教員の緊張感をもった引率に際して、その
負担軽減、感染対策の助言、突発的な事態発生時の支援準備等
の役割を果たした。各校からは、安心して修学旅行が実施でき
たという声をもらうことができた。 

 
↑パーティションで感染対策し

た修学旅行宿泊先の食事風景 

 全市一斉臨時休業期間中の家庭 
学習支援として、本市ホームペー 
ジ内に「姫路まなび応援サイト」 
を開設した。その中に「姫路市共 
通課題」のサイトをつくり、小学 
校１年生から中学校３年生までの 
全ての教科等の学習課題、学習手 
順、参考サイト等家庭学習に役立 
つ情報（４、５月分）を発信した。 
このサイトを活用できるよう市立 
学校在籍の全児童生徒に教育用ア 
カウントを発行した。このアカウ 
ントは、学校と子ども達の心の 
つながりの確保にも活用した。 

↑ 

姫路まなび応援サイト  

姫路市共通課題 → 

各学年・教科等の課題 

 ↓ 

学習課題 

→ 

「姫路まなび応援サイト」 

学校行事の実施に向けた全力支援 
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１ 市町教育委員会による取組 （３）その他（働き方改革につながる取組 等） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新型コロナウイルス感染症について、 
感染拡大や感染への脅威に係る報道等 
により、多くの人が不安を抱える状況 
のなか、感染者の特定、感染者やその 
家族への誹謗中傷、悪質なデマや風評 
被害等が懸念される状況にある。 
 教育委員会として、児童生徒や家族 
等に対して、このような人権問題に係 
る被害が起こらないよう、保護者に対 
して、新型コロナウイルス感染症の正 
しい情報等による冷静な行動をお願い 
するとともに、法務省による人権相談 
窓口の連絡先を案内した通知文を学校 
を通じて配布した。また、同様のチラシを町の回覧文書とし
て配布し、町民への周知を図った。 
  

 
 
 

新型コロナウィルス感染症による人権問題被害の事前防止 

○ 緊急事態宣言による休校期
間中に市内全校で実施 
 

○ 月曜日から金曜日 
午前 8 時～午後 3 時 
 

○ 医療従事者の家庭など、自
宅で安全に自宅待機させる
ことが困難な家庭を対象に
実施 
 

○ 希望する家庭についても受け入れを実施 
 

○ 登校している児童生徒に給食を提供 

休校中の児童生徒の学校受け入れ及び給食提供 

↑保護者あてのお知らせ 

↑教室で学習している様子 
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１ 市町教育委員会による取組 （３）その他（働き方改革につながる取組 等） 

 

 新型コロナウイルス感染症に対する正しい知識を習得する
とともに、偏見や誹謗・中傷に立ち向かう態度を育成するた
め、人権的な視点を取り入れた指導教材を作成した。また、
本教材を活用し、市内すべての小・中学校で授業を行った。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑ 指導資料の一例 

指導資料の作成と授業実施 

入院や療養を終えて再登校した子ども達にとって、友だち
に事実を隠し続けることは、大きな心の負担となる。合わせ
てコロナ対応を重要な教育実践だと位置づけ、新型コロナウ
イルス感染症に感染した場合の公表の考え方を明らかにし、
次のとおり対応することとしている。 
 
①市内の学校で陽性者が確認された場合 
 臨時休業を行う場合は、防災行政無線で学校名の公表を行
い、臨時休業を行わない場合は、防災行政無線での公表は行
わないこととしている。 
②学校の児童生徒への対応 
 保護者や本人と十分話し合い、承諾を得た上で、口頭で事
実を伝えることとしている。 

 
なお、上記の対応にあたっては、人権的視点で授業を行う

とともに、お互いを思いやり、いたわる態度を身に付けるよ
う指導を行うこととしている。 

新型コロナウィルス感染症に感染した場合の公表の考え方 
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１ 市町教育委員会による取組 （３）その他（働き方改革につながる取組 等） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校では、これまで児童の 
欠席連絡については、保護者が 
近隣児童に連絡帳を預けて、学 
校へ届ける方法により行ってい 
た。 

今年は感染対策の一環として、 
電話連絡の方法に変更した学校 
の負担軽減や保護者と近隣児童 
の受け渡しを避けるため、欠席 
連絡アプリの試行実施を行った。 

これにより、学校は電話応対時間の軽減、欠席者の把握が
容易になり、業務改善が図られた。また、保護者にとっても
接触を避けられ、スマートフォンから容易に欠席連絡が出来
るため、利便性の向上につながっている。 

また令和 3 年度からは全小学校・義務教育学校で本格的な
実施を予定している。 
 

↓ スマートフォンの欠席連絡画面イメージ 

 

医療従事者や感染者らへの差 
別、偏見を防ぐ人権教育として、 
「ありがとうプロジェクト」と 
題して町内の幼・小・中学校に 
メッセージを呼びかけた。 

ブルーライトアップにちなみ、 
水色の紙にメッセージを書いた。 
自由参加で募ったところ、対象 
の半数を超える約２千人の園児・ 
児童・生徒から寄せられた。そ 
れぞれイラストを添えるなど工夫し、感謝の気持ちを表現。
誰でも見られるよう、各学校園の外側のフェンスや JR 土山駅
南側などに掲示した。最前線の医師や看護師、ゴミ収集作業
員らに加え、スーパーやコンビニの従業員、多忙になった配
達員、休校中に学習中を見てくれた両親に宛てた言葉もあっ
た。 

          ←家族へ向けた 

              ありがとう 

メッセージ 

 

 
 
 
 
掲示された  → 

メッセージ 

欠席連絡アプリ 

「ありがとうプロジェクト」によるメッセージ 
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１ 市町教育委員会による取組 （３）その他（働き方改革につながる取組 等） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省の「学校における 
新型コロナウイルス感染症に関 
する衛生管理マニュアル～学校 
の新しい生活様式～」をもとに、 
医師会、歯科医師会、薬剤師会、 
保健所と連携し、学校園に向け 
た感染症対策と発生時の対応に 
ついて、西宮市版の衛生管理マ 
ニュアルを発出した。文部科学 
省から 5 回の改訂があり、市もその都度改訂した。マニュアル
を基に各校園で検討し、登校前健康観察、手洗い、ソーシャル
ディスタンスの確保、マスクの着用、PCR 検査受検時の報告、
陽性患者発生時の対応等が実践された。 

市は、サーモカメラを発熱者のスクリーニング目的に配布し
た。職員室前にカメラを設置し、子どもが自分で検温チェック
を行う等の活用もあった。 

  
 

  

←実物大の掲

示物で確認 

←子どもが職員室

前のサーモカメラ

で検温チェック 

新型コロナ感染症対策と発生時の対応についてマニュアルを発出 

例年、市立中学校・義務教育学
校の和太鼓・吹奏楽・合唱部の 
１，３００名を超える生徒が一堂
に会して、開催している。今年は
３年生中心の編成とし、１０月
３・４日の２日間で、無観客で実
施した。当日の会場での演奏の様
子は、ベイ・コミュニケーション
ズの協力により、撮影・編集され、
１１月に放映された。 
 綿密な計画をたて、１つのプログラム終了ごとに消毒を行う
など、換気や飛沫感染対策を十分施した上での実施であった。
３年生にとっては、仲間や顧問の先生方と一緒に取り組んでき
た絆を確認し合う機会となった。 

 
↑ 演目毎の消毒作業 

 
感染症対策のパーテーション↑ 

市教育委員会による合同音楽会の開催 
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１ 市町教育委員会による取組 （３）その他（働き方改革につながる取組 等） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多可町では、心の健康教育を実施している。そこでストレ
スのことを学び、良いコーピング法を身につけたり、アサー
ショントレーニング等をしている。 
今年度はコロナ禍ということもあり、全校でパーソナルス

ペースについての特別授業を実施した。距離の感じ方の違い
を体験させ、人との距離のとり方を学ばせた。パーソナルス
ペースの違いに驚いている様子もうかがえた。 
併せて、ソーシャルディスタンス 

について伝え、正しく新型コロナ 
ウィルス感染症を理解する姿勢を身 
につけさせた。 

不安感にさいなまれ、強いストレ 
スを感じたときは、誰かに相談する 
ことがとてもよいコーピング法の一 
つであることも伝えた。また、ひょ 
うごっ子ＳＮＳ悩み相談等様々な機 
関を再度紹介した。 

 

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン 

（
小
学
校
低
学
年
）
↓ 

↑
パ
ー
ソ
ナ
ル
ス
ペ
ー
ス

実
測 

（
中
学
校
） 

心の健康教育 

 新型コロナウイルス感染症対策として、加東市内全小中学
校の教室、支援学級、保健 
室及び職員室に、オゾン発 
生装置を１６０台設置した。 
 人体に影響を与えない低 
濃度のオゾンにより、新型 
コロナウイルスの感染を低 
下させる効果があるととも 
にインフルエンザ感染の防 
止にもなる。 
 学校では、児童生徒の検 
温、マスク着用、フェイスシールド、手洗い、消毒と併せて
感染対策をした。 
 タイマーにより自動消毒ができるため、勤務時間外に消毒
するなど、教職員の業務改善にもなった。学校からの要望も
あり、音楽室等の特別教室の追加設置をすすめる。 

オゾン発生装置の設置 

 
 ↑各教室に設置されたオゾン発生装置及びタイマー 
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１ 市町教育委員会による取組 （３）その他（働き方改革につながる取組 等） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 感染防止対策の一環として、 
各学校の手洗い場に自動水栓を 
設置した。 
 自動水栓が設置されたことに 
より、児童生徒は、蛇口に触れ 
ることなく手洗いができ、感染 
予防として有効であった。 
 また、蛇口の閉め忘れもなく 
なり、節水にもつながっている。 

このほか、地場産業を通じた 
地域貢献を目的に寄贈された、ハンカチマスク作製用ひもや
不織布マスク、市で準備した消毒液や次亜塩素酸水を各学校
へ配付した。 

 
 

↓自動水栓ユニット 

学校に応じて、通常の蛇口と

交互に配置することも ↓ 

ＧＩＧＡスクール構想による一人１台端末導入により業務
改善が推進された。 
 感染防止のため、多くの 
会議がタブレットを活用し 
たリモートで実施された。 
教職員にとっては、移動時 
間が削減され、大きな業務 
改善となった。 
 教職員アンケ―ト、児童 
生徒アンケートなどもタブ 
レットを活用し、直接入力 
することで集計作業が削減された。 
 教職員研修では、講師を招聘せずリモートで研修を実施す
ることで、教職員も移動せず各学校で研修を受講することが
できた。講師の負担は大きかったが、教職員にとっては、外
部講師の研修が学校で受けられるため、業務改善の効果は大
きかった。 

 

↑ 市教委指導主事が各学校で研修を実施し、他校 

からはリモートで参加できる形態での研修会 

一人１台端末導入による業務改善 

自動水栓の設置 
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１ 市町教育委員会による取組 （３）その他（働き方改革につながる取組 等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尼崎市教育委員会が、臨 
時休業中の家庭学習プリン 
トの例を作成し、全小・中 
学校に送付した。 

各学校が家庭学習プリン 
トや時間割等を作成し、教 
職員で教科ごとの学習を一 
人分ずつまとめ、担任等が 
各家庭に配布した。分散登 
校では、前回の課題を回収 
し、添削済みのプリント等 
を返却、次の課題を持ち帰 
らせた。 
家庭学習プリントは、教員による詳しい説明や練習問題を

組み合わせた構成になっていたり、学校再開後も主体的な学
びを促す手立てとして活用できるものになっていたりと工夫
して作成されていた。 

市教育委員会が家庭学習プリントの例を作成し、提示 

 
 

↑中１学習プリントの一例 

インターネットの新たな活用法を学校や家庭に示し、それ
を実施できる環境を市として整備した。 
・学習コンテンツのまとめサイトを作成 
・オンラインストレージサービスの提供 
特に教員が子どもに語りかける動画 
コンテンツは好評であった。 

・ネット会議システムの制限を解除 
ネットを通して個人懇談を実施した。 

・オンライン学習支援サービスと契約 
公立中学校に通う全生徒のアカウントを取得し、オンライ
ンによる個別の家庭学習が可能となるように整備。 

・民間のメールサービスや動画の使用制限を一部解除 
全ての学校が上記の施策を画一的に実施するのではなく、

学校ごとに最適な支援の在り方を検討することで、地域や家
庭の実情に合わせた支援を行った。 

インターネットの新たな活用法の提示 

 
↑ 各担任の顔が見える 

メッセージ動画を配信 
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２ 県教育委員会に 

おける取組 

兵庫県マスコットはばタン 



２ 県教育育委員会における取組 （１）兵庫型「体験教育」への対応 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲学校再開後の兵庫型「体験教育」の実施について（令和２年５月１日県教育委員会） 
 

臨時休業の長期化に伴い、授 
業時間数の確保が最優先となら 
ざるを得ない学校が多かった。 

そのような状況において、新 
たな指導計画の策定にあたり、 
学校再開後における体験の機会 
を確保できるよう、実施方法等 
の弾力化を図った。（各市町の 
判断により、通常の日数を基本 
に、１日単位での実施を可） 
 「環境体験事業」では、各学校が実施回数を設定し、自然
との触れ合いから、命の大切さや命のつながりを実感させる
体験型環境学習を行うようにした。「自然学校事業」では、実
施日数を原則市町で統一して設定し、日常生活では経験でき
ない非日常的な体験活動を行うようにした。「トライやる・ウ
ィーク」では、実施日数を原則市町で統一して設定し、社会
に参画する態度や自ら考え主体的に行動する力を育成する社
会体験活動を行うようにした。なお、中学１年を対象とする
わくわくオーケストラ教室（県立芸術文化センターでの音楽
鑑賞）は、感染状況から、公演実施を１０月以降とした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

兵庫型「体験教育」への対応 
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２ 県教育育委員会における取組 （２）「みて・学ぼう！ひょうごっ子広場」制作～（株）サンテレビジョンとの連携 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 周知チラシ（県内小中学校へ配布）      

  臨時休校により自宅で多く 
の時間を過ごしている県内の 
幼稚園、小・中学校の子ども 
達を対象に、新しい学校生活 
に向けた心構えや、自宅での 
過ごし方を紹介する、「みて 
学ぼう！ひょうごっ子広場 
～家庭での過ごし方編～」を 
を（株）サンテレビジョンと 
連携し作成した。 
 放映はサンテレビで、令和２年５月１８日から２０日まで
行われた。放映後、学校から聞き取ったところ、「家庭で学習
したこと、見たこと、取り組んだことは、学校が再開された
時につながってくる」、「第２波、第３波に備え、このような
番組がいつでも誰でも見られるようになれば良いと思う」、
「教科書の内容に沿ったものが動画配信されるともっと期待
が高まると思う」といった感想や意見が寄せられた。 
 

みて・学ぼう！ひょうごっ子広場 ～家庭での過ごし方編～ 

 
 
 
 

（写真・資料スペース） 
 
 
 

（写真や資料のキャプション） 
 

今回、番組撮影に取り組んでみて、わかっ

たことを、紹介します！ 

①台詞（カンペ）は、「縦書き」にすべし!! 

横書きで示すと、どうしても出演者の目が

右に左に動いてしまい、いかにも読んでいる

様子が映ってしまいます。縦書きで示すと、

それが軽減されるのです！ 

 

 

②衣装と背景は違う色にするべし!! 

 今回、ホワイトボードを背景にした出演者

の衣装が白だったことがありました。その結

果、ん？見づらくない?・・・。 

 ホワイトボードに色模造紙を貼って対応し

ました。（緑・薄青は GOOD です!） 

番組制作やってみた～わかったこと 
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２ 県教育育委員会における取組（２）「みて・学ぼう！ひょうごっ子広場」制作～（株）サンテレビジョンとの連携 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 周知チラシ（県内小中学校へ配布） 

  新型コロナウイルス感染症 
による臨時休業の影響を受け 
ている子ども達の学習支援の 
ため、（株）サンテレビジョ 
ンと連携し、小学校６年生・ 
中学校３年生が１～２学期の 
学習の中で、つまずきやすい 
ポイントについて、その解消 
に向けた学習内容を紹介する 
「みて・学ぼう！ひょうごっ 
子広場～つまずきポイント編～」を制作した。また、サンテ
レビ放送終了後には、YouTube オリジナル動画を配信した。 
 撮影は全て県立教育研修所で行い、例えば理科では、学校
で制限されている実験の様子も映像化することができた。ま
た、授業者及び児童生徒役に、現場の教員の出演を依頼し
た。普段の授業に向けられている熱量が番組にも反映されて
いた。児童生徒にとっては、内容に加え、普段教えてもらっ
ている先生が番組内で活躍する姿も楽しむことができた。 

みて・学ぼう！ひょうごっ子広場 ～つまずきポイント編～ 

 
           ←理科実験の様子 

             理科：斜面上の物体の運動 

               
 
 
 
 
撮影の様子→ 
国語：説明文（構成をとらえて、 

要旨をまとめる） 
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２ 県教育育委員会における取組（３）新型コロナウイルス感染症の影響に関する心のケアアンケート 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症による臨時 

休業など精神的に不安定な状況にある児 

童生徒の状況を把握し、その心の理解や 

ケアに取り組むため、「新型コロナウイ 

ルス感染症の影響に関する心のケアアン 

ケート」を年３回実施した。 

 調査結果より、小・中・高校ともにス 

トレス反応を示している児童生徒が一定 

数存在することや児童生徒と保護者の間 

でストレス等に関する認識にズレがある 

ことが確認できた。 

 そこで、学校に対しては、特別授業の実施や相談体制の充実を図るよう依

頼した。また、家庭に対しては、差別や偏見につながらない態度や児童生徒

の心のケアについて、連携した取組となるようチラシを作成し周知した。 

今後も、心のケアに関する継続した取組について周知を図るなど、児童生

徒の心のケアに取り組んでいく予定である。 

↑心のケアに関する特別授業の様子 

 

①新型コロナウイルス感染症

についての正しい知識や感

染症が身近に起こったとき

の対応に課題が見られる。 

②ストレス反応を示す児童生

徒が存在しており、その対

応が求められる。 

③児童生徒自身でリラックス

方法を行うことや困った時

に相談することなど、実際

の行動にまでつながってい

ない。 

④学年が上がるにつれ、ゲー

ム・SNS・動画などネットの

使用時間が増えており、使

用の方法に課題が見られ

る。 

⑤保護者と児童生徒との間に

ストレス等に関する認識の

ズレが見られる。 

調査結果から見えてきたこと 学校へお願いしたいこと 

①特別授業等の実施  

・新型コロナウイルス感染症への正しい知識や自分や

家族、友達が感染した時の対応について考える授業 

・ストレスへの対処法等を学ぶ授業 

・インターネットやゲーム、SNS 等の利用方法を学ぶ 

授業 等 

②校内相談体制・支援の充実 

・安心して相談できる環境体制の整備 

・ストレスを抱える児童生徒の把握及び個別支援 

・心のケア アンケート結果の活用 等 

③家庭や地域との連携 

・学校便りや個別面談の機会等 

を活用した家庭との情報共有 

（アンケート結果や特別授業等） 

・感染者や医療従事者等に対す 

る差別や偏見、誹謗中傷は決 

して許されることではないこ 

とについて、家庭や地域でも 

話をする機会を設ける 等 

 
※上記①～③はスクールカウンセラーや養護教諭との連携が大切です 

↑家庭への啓発チラシ 

「なかなか眠れないことがある」の質問で、

「ひじょうにある（ほぼ毎日）」と回答した

小学校低学年の割合は、13.4％（小学校高学

年：6.3％、中学校：4.0％、高校：3.7％） 

↑心のケア アンケート結果（一部抜粋） 

新型コロナウイルス感染症の影響に関する心のケアアンケート 
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２ 県教育育委員会における取組（３）新型コロナウイルス感染症の影響に関する心のケアアンケート 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 感染症に対する不安から陥りやすい差別や偏見等について考え、公正、

公平な態度で接し、正義の実現に努めようとする態度を育てることをねら

い、特別授業を全クラスで行った。 

授業を行うにあたっては、日本学校保健会が文部科学省補助事業「新型

コロナウイルス差別偏見をなくそうプロジェクト」の一環として制作した

啓発動画、関連教材等を活用した。 

学習テーマは「今、キミにできること ～差別・偏見をなくすために

～」とし、身の回りで実際に起こっている「差別・偏見」の具体的事例を

もとに、なぜこのような行動や考えが生まれてしまうのかを考えさせた。  

また、『病気』『不安』『差別』という「３つの感染症」の拡大を止めるた

めに、自分には今何ができるのか、不安を感じたらどうすればいいのか、

『感染症になった人・関わる人』とどのように接するべきなのかについ

て、ワークシートに自分なりの考えを書き、意見交流をしながら考えを深

めていった。 

この学習を通して、子どもたちは改めて「新型コロナウイルス」という

ものを見つめ直すことができた。また、マスク、手洗い等の感染対策の重

要性を再確認するとともに、新型コロナウイルスには『不安』『差別』と

いう「心の感染症」という一面もあるということに気づくことができた。

さらに、このような状況の中で、今自分がしなければならないことを考え

ることもできた。 

これらの学習については、学校だより、学年だより、臨時保護者だより

を通して保護者にも伝えた。今後も引き続き、新型コロナウイルスについ

て学ぶ場を設定していき、同時に保護者への啓発も推進していきたい。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

     啓発動画の視聴             ワークシートに書いた自分の考えの交流 

活動報告① コロナについて学ぶ特別授業 
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２ 県教育育委員会における取組（３）新型コロナウイルス感染症の影響に関する心のケアアンケート 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学年毎に集会で、スクールカウン 

セラーによるストレス対処法を学ぶ 

授業を実施した。 

 内容は、ストレスが発生する場面 

やその原因を科学的根拠から丁寧に 

説明していただき、日頃の生活の中 

で心掛けたいこと、ストレスが発生 

した時にどのように付き合ったら 

良いか（対処）等を、中学生に分か 

りやすく解説していただいた。また、終盤には「腹式呼吸法」や「肩スッ

トン」などの、全員が実際に実習する時間もあり、大変効果的な授業とな

った。 

 コロナ禍にあって、生徒達はこれまで経験したことのないストレスを感

じる場面が想定される。ストレスの無い生活を求めるのでは無く、ストレ

スとどう付き合っていくか、という発想は生徒にとって新鮮で多くの学び

があった。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

スクールカウンセラーによる「心の教育」 

［授業後の生徒の感想］ 

・ストレスは誰にでも少しはあるもので、それをどれだけ自分の周りの

力を借りて解決できるのかで普段の生活が変わると思いました。スク

ールカウンセラーの先生が教えてくださった方法、または自分のリラ

ックスできる方法を見つけ、実践していきたいと思います。       

・ストレッサーと抵抗力のバランスが大切なのだと分かりました。私は

ストレスをため込んでしまいがちなので、自分なりに相談してみたり、

好きなことをしてみたりして、上手な生活をしたいなと思います。試合

で緊張している時は、肩を上げて下ろすなどを実践していきたいです。 

活動報告② ストレス対処法を学ぶスクールカウンセラーによる『心の教育』 
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２ 県教育育委員会における取組（３）新型コロナウイルス感染症の影響に関する心のケアアンケート 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コロナ感染症の拡大防止のために、 

部活動の時間が短くなった。 

運動時間が減ったり、外出の機会が 

減ったりすることで、運動不足になり、 

ストレスが溜まる生徒も多い。そこで、 

生徒の心とからだをほぐすことを目的 

に、学年集会で養護教諭によるリラク 

ゼーション法の指導を行った。 

時間としては、１０分程度の短い時 

間ではあったが、友達と一緒に体を動かすことで、多くの生徒に笑顔が見

られる有意義な時間となった。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

養護教諭によるリラクゼーション 

① 子どもへの困り感等の不安や悩み 

を抱える保護者へ、教育相談を行い、 

保護者の悩みを聞き、学校との情報 

交換や支援の方向性を共有した。ま 

た、希望する保護者や児童へ、スク 

ールカウンセラー（以下、SC）が行 

う「なんでも相談」を行った。 

② 毎月 15 日に生活アンケートとして 

「今、自分や友だちが何か困ってい 

ることがありますか？」に「はい・ 

いいえ」で答えるアンケートを行った。「はい」と答えた児童について

は、話を聞き取り、必要に応じて指導や支援を行った。 

③ 生徒指導部会や、学年会の中で、気になる児童についての情報を共有

し、学年だけでなく全職員が情報を知っているうえで対応できるように

した。また、心のケアアンケートの結果から、気になる項目や 1回目と

2回目の比較・分析の結果について共有した。 

④ 3 学期より、心のケア支援員が配置された。今年度入学してすぐに休

校になり、なかなか最初のよいスタートが切れなかった 1年生を中心に

教室に同室複数の教員として入ってもらい、支援がいる児童等への声か

けなどを行った。また、毎週水曜日には、SC、養護教諭、教育相談担

当、管理職と心のケア支援員が、必要な児童についての情報を共有し、

支援の方向性について共通理解を図った。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

心のケア支援員による気になる子への支援 

活動報告③ 養護教諭によるリラクゼーション法の指導 

活動報告④ 相談体制・支援の充実に向けて（心のケア支援員の活動等） 
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２ 県教育育委員会における取組（４）小・中学校における新型コロナウイルス感染症の影響に関する調査 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲児童生徒の生活や意識等と学力との相関結果（令和２年度 小・中学校における新型コロナウ 
イルス感染症の影響に関する調査の課題を踏まえた学習指導等の改善・充実のポイント p7 抜粋） 

今回の質問紙調査により、基本的な生活や学
習が不規則となっていた児童生徒が一定数いた
ことがわかりました。そのことから、次のこと
が見えてきました。 

 
①規則正しい生活や学力の定着のため、学校が

果たしている役割は大きい 
②児童生徒が、自分で一日のスケジュールを立

てて、それを実行していこうとする態度を育
成する必要がある 

 
 学習と生活習慣は、子どもたちの成長にとっ

て重要であり、教育する上で、大切な「両輪」
であるという意識をもっていたいものです。 

学習と生活習慣って、 

関係あるの？ 

今年度は、平成 1９年度から実施され 
てきた全国学力・学習状況調査が、新型 
コロナウイルス感染症にかかるその後の 
状況及び学校教育への影響等を考慮し、 
中止となった。 

そこで、本県独自の取組として、令和 
２年９月に、「小・中学校における新型コ 
ロナウイルス感染症の影響に関する調査」 
を実施した。児童生徒への影響について生活面と学習面からの状況を
把握・分析した。その結果をもとに、「学力向上実践推進委員会」を中
心に、今後の指導方法の工夫・改善策について検討した。 

今回の調査結果は、「令和２年度学力向上シンポジウム」及び指導資
料冊子の配布等で周知しながら、学校における児童生徒への指導・支
援の充実や学習状況の改善等に役立てていきたいと考えている。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
↑指導資料表紙    ↑R2 学力向上シンポジウムの様子 

小・中学校における新型コロナウイルス感染症の影響に関する調査 
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３ 新型コロナウイルス 

  感染症対応の時系列 

（令和２年１月～令和３年３月） 

兵庫県マスコットはばタン 



１
月 1/14

2/3

2/27

３
月 3/24

4/7

4/16

5/4

5/14

5/20

5/21

5/25

６
月 6/19

７
月 7/22

１
２
月 12/15

1/2

1/5

1/7

1/13

3
月 3/1

3/22 埼玉県、千葉県、東京都及び神奈川県の「緊急事態宣言」解除が適用される

１
月

都道府県をまたぐ移動について、全国を対象に緩和される

国内旅行の需要を喚起する「Go Toトラベル」 キャンペーンが始まる

「Go Toトラベル」キャンペーンを、12月28日から1月11日まで一時停止

世界保健機構（ＷＨＯ）が、新型コロナウイルスの検出を認定

集団感染が確認されたクルーズ船「ダイヤモンド・プリンセス」が横浜に入港

兵庫県を含む７府県に「緊急事態宣言」が再度発令される

令和３年

東京、埼玉、千葉、神奈川の１都３県が「緊急事態宣言」発令検討を要請

「緊急事態宣言」５月６日までの期限が、５月３１日までに延長される

３９県における「緊急事態宣言」の発令を解除。兵庫県を含む８県は継続

第１０２回全国高等学校野球選手権大会（夏の甲子園）が、戦後初の中止

「緊急事態宣言」首都圏と北海道が解除され、１ヶ月半ぶりに全国で解除

４
月

５
月

関西圏の「緊急事態宣言」解除。首都圏と北海道は、継続

令和２年

全国すべての小中高校に３月２日からの休校を要請

東京オリンピック・パラリンピックの「１年程度」の延期が決定

２
月

「緊急事態宣言」の発令を全国に拡大。兵庫県は「特定警戒都道府県」に設定

兵庫県を含む7都府県を対象に「緊急事態宣言」発令。1カ月間外出自粛を要請

関西広域連合が、首都圏の往来自粛などを求める「緊急行動宣言」を採択

首都圏の１都３県に「緊急事態宣言」が再度発令される

埼玉県、千葉県、東京都及び神奈川県以外の「緊急事態宣言」解除が適用される

３ 新型コロナウイルス感染症対応の時系列（令和２年１月～令和３年３月）
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